
13%

13%

0%

5%

7%

0%
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62%

知っている

ｺﾝﾋﾞﾆのみ

郵便局のみ

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞのみ

ｺﾝﾋﾞﾆ・ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞのみ

ｺﾝﾋﾞﾆ・郵便局

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ・郵便局

どれも知らない

 
 
 
 
 
 
 
 

近年、テレビや雑誌などでは東京直下型大地震が起こると言われてお

り、南関東地震(M6.2～7.2 前後)が 10 年以内には 30%、さらに 30 年以内

には 70%というかなりの高確率で大地震が起こると言われている。実際に

東京直下型大地震が起きた場合には、東京都内だけでも約 392 万人も

の人が帰宅困難者となってしまう。 

また、文化女子大学の学生からも多くの帰宅困難者が発生する可能

性がある。 

 実際に震災が起きた場合に携帯マニュアルを使用し、震災時にその場

に適した避難行動を取れるようにすることを目的とした。帰宅困難者とな

り帰宅する際の注意点を掲載して、文化女子大学震災用マニュアル(学

生用)を制作した。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 文化女子大学の学生手帳の中には地震災害緊急対応アニュアルが

掲載されている。掲載内容は下の５項目である。 

 
 
 
 
 
 

 

また、震災の対策として年に１回避難訓練を実施している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 阪神・淡路大震災の被害状況を元に、文化女子大学以外の他大学で

は、震災に備えてどのような防災対策を行っているのか。各大学のホー

ムページでなどで調査した。結果の一部を表１に示す。 

表 1 大学の防災対策 

武蔵野大学 スケジュール手帳、防災マニュアル

玉川大学 防災の手引き

静岡大学 防災マニュアル

工学院大学 避難訓練

埼玉大学 避難訓練

名古屋大学 地震防災ガイド

調査対象大学 対策内容

お茶の水女大学 危機管理マニュアル

 

 

 ●静岡大学では東海沖地震が起きた際、      

の心得帳を教職員用と学生用の二種 

類を配布している。 

 

●工学院大学新宿キャンパスでは、実際 

の震災時を想定し、体験型防災訓練や他 

大学や多くの機関と協力して実験的訓練   

を行っている。 

 

図 1 静岡大学防災マニュアル 

 

 

 文化女子大学震災用マニュアルを制作するにあたり、必要な掲載項目

を決定するため、また文化女子大学の学生の帰宅困難者や避難場所に

関する意識調査を含むアンケート調査（回答数 109 名）を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●帰宅困難者に関する意識調査

では、「知っている」という回答の

学生が多かったが、帰宅困難者

になる距離の概念を質問した結

果、ほとんどの学生が認識してい

ないことが分かった。 

 
 
●文化女子大学学生手帳には地

震災害時緊急対応マニュアルが

掲載されているため、学生手帳

の携帯が重要である。 

しかし、アンケートの結果では多く

の学生が学生手帳を常時携帯し

ていないことがわかった。また、

手帳の中に記載されている地震

災害緊急対応マニュアルの認知

度は極めて低かった。 

 

図 3 学生手帳を持ってきている学生の人数  

 
図 4 帰宅支援ステーションの認知度 

 

●東京直下型大地震が起きた際には、文化女子大学の学生の多くが

帰宅困難者となり、徒歩で自宅まで帰らなくてはならなくなる。 

帰宅困難者が徒歩で帰宅する場合に備えて、災害時帰宅支援ステ

ーションとしてコンビニなどが水などの支援を行うことになる。だ

が、アンケートの結果からは帰宅支援ステーションとなる店舗等に

ついて、「どれも知らない」が多い結果となった。 

文化女子大学学生のための地震用携帯マニュアルの提案 

     －災害時の適切な避難行動に向けてー      久木ゼミ 佐々木 麻貴 

地震災害緊急対応マニュアル掲載内容 

① 授業中に大きな地震が発生した場合 

② 日頃の備え 

③ 文化学園地震災害対策本部の設置 

④ 文化学園地震災害対策本部機能 

⑤ 災害による緊急時の災害伝言ダイヤル１７１ 

１、研究背景と目的 

２、研究方法 

４、他大学の防災対策 

５、アンケート調査 

アンケート内容 

・住居携帯      ・通学経路  

・帰宅困難者    ・応急処置 

・災害時帰宅支援ステーション 

・災害時の安否情報の確認 

・震災時の適切な行動の取り方 

・文化女子大学の避難場所の認識度 

結果 
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図 2 帰宅困難者の認知度 
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３、文化女子大学の防災対策 
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ｺﾝﾋﾞﾆのみ

郵便局のみ

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞのみ

ｺﾝﾋﾞﾆ・ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞのみ

ｺﾝﾋﾞﾆ・郵便局

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ・郵便局

どれも知らないa) 3 年生 ｂ)4 年生



 

 アンケート調査で得た結果や震災関係の雑誌・文献を元に、文化女子

大学震災用マニュアルの試作をおこなった。 

 

 

 文化女子大学震災用マニュアルは定期券入れなどに入れて持ち運ぶ

事ができるよう、折りたたんで携帯できるものを提案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　安否情報

  災害伝言ダイアル１７１
１７１⇒録音：1(暗証番号を利用する場合は３)
再生：2(暗証番号を利用する場合は４)
 →電話番号入力
→ガイダンス
⇒録音(30秒)
伝言の再生

    災害用伝言板サービス
DoCoMo：【ｉ Menu】のトップ(災害発生時のみ)
au：【EZweb】のトップ（常時）
SoftBank【Yahoo!ケータイ】のトップ（常時）

補足
毎月1日、正月三が日、防災週間（8/30-9/5）、
ボランティア週間（1/15-21）には各社共に
無料体験ができます。ぜひ、一度試してみましょう。
■緊急地震速報
各携帯会社では最大震度５弱以上の地震の際に
緊急地震速報をを震源地周辺のエリアの携帯に
メールで届くようにしています。
受信設定が必要な場合もあるので気をつけましょう。

学外で地震が起きたとき

●路上にいた場合
カバン等で頭部を保護する。建物や自動販売機から
離れ、公園などの広い場所に避難する。
頭上から広告看板やガラスが降ってくる事もあるので
注意する。また、切れた電線にも気をつける。

●地下にいた場合
慌てない。地下で一番怖いのはパニック状態の人。
大きな柱、落下物の少なそうな壁に身を寄せ揺れが
おさまるのを待つ。ショーウィンドーなどガラスがある
場所からは離れる。出口に人が殺到してパニックに
なる可能性があるので注意する。

●電車・バス内
係りの人に従う。
地下鉄の線路脇には高圧電流の通っている路線も
あるので、慌てて勝手に飛び降りたりしない。

●駅のホーム
落下物が非常に多い。カバン等で頭部を保護し
一番近い柱かベンチに身を寄せる。
自動販売機には近寄らない。

　

　　　文化女子大学震災用マニュアル

　　　　　　　　　　　　　（学生用）

　
　

　　　　　　　　　　　地震が起きたら
　
　　　　　　　　　①身の安全の確保

　　　　　　　　②すばやく火の始末

　　　　　　　　③出口の確保

　　　　　　　　④あわてて外に飛び出さない

　　　　　　　　⑤正しい情報の入手

　　　　　　　　⑥エレベーターは使用しない

■エレベーター内
全てのボタンを押す。
閉じ込められてしっまったら救援を待つ。
むやみに大声を出すのは体力消耗につながります。
携帯電話は電池の減りが早いため注意する。

■階段
その場から離れ、近くの安全な場所に避難するか、
体制を低くし手すりに捕まり揺れが収まるのを待つ。
揺れが収まったら先生か放送の指示に従い
あわてずに避難する。

■廊下
壁に身を寄せ安全に注意し、揺れが収まったら
先生か放送の指示に従う。

■校舎前
持物などで頭部を覆い、落下物(窓ガラス・外壁・
自動販売機)に注意しながら建物の中に避難する。

学内で地震が起きたとき

■講義中
出口を確保し、窓のカーテンを閉める。
衣類・持物などで頭部を覆い、落下物(照明・黒板・
プロジェクター等)から身を守るため机の下に隠れる。
避難する際に、エレベーターは絶対に使わない。

■避難する時
各階の階段から避難します。先生や放送の指示に
従いあわてずに避難する。
・奇数階はエレベーターとは逆の階段を使用する。
・偶数階はエレベーター側の階段を使用する。

　
               【奇数階】　　　　　　　　　　　 【偶数階】

　避難時持って行くといいもの

・大きな荷物は置いていく。
・携帯電話（懐中電灯、ラジオ、テレビの代わりに）
・貴重品　・飲料水　・アメやチョコ
・タオル　・ティッシュ　・ウェットティッシュ
・バンソウコウ
・笛、防犯ブザーなど音の出るもの
その他あるといい物
・充電器（電池や手動でできるもの）
・コンタクトレンズ　・メガネ　・マスク
・カイロ（冬の場合）　・常備薬
避難場所

一時避難場所･･･緑道・学園プラザ・緑の広場

広域避難場所･･･明治神宮宝物殿前(代々木公園
　　　　　　　（裏面のマップ参照）

 
図 4 文化女子大学震災用マニュアル 表面 

 
 
 

 

 

 
　　　　　　入り口～明治神宮宝物殿前

使用時間・・・約3分

 

　

                                                       ← 広域避難場所入り口に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　はいってすぐの場所。

③信号を渡ると東京乗馬倶楽部が
　あります。
　そのまま真っ直ぐ行くと、
　広域避難場所(明治神宮)の入り口が
　見えてきます。

①甲州街道と西参道の交差点を左へ。

②左へ曲がり少ししたら公衆トイレ
　があります。

広域マップ（仮）

　　　　　◎広域避難場所入り口

　　　◎明治神宮宝物殿前

１

２

３

甲州街道

西
参
道

代々木公園

文化女子大学広域避難場所・・・明治神宮宝物殿前
使用時間・・・約１５分

本
殿
→

 
 

 

  

文化女子大学の１～４年生に文化女子大学震災用マニュアル試作

に関するアンケート調査（回答数 27 名）を行い、アンケート結果を

元にマニュアル試作の掲載項目と掲載内容の改善を行った。また防

災の専門家にも意見を伺い、その結果も反映した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 文化女子大学震災用マニュアル 表面 

 

文化女子大学震災マップの表紙の初期行動の部分を色分けし、見易さを改善

した。また、学外で地震が起きた時の避難する時の項目では、写真の他に平面

図をのせ、避難の際に使用する階段等も分かりやすく掲載した。 

 全体的には、重要な部分の色や書体を変え、目立つようにした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
試作の段階では表面のマニュアル部分に掲載していた、帰宅困難者関係の項目

を裏面へと移動した。また、災害時帰宅支援ステーションなどの具体的な店名を掲

載するなど、修正し完成とした。 

図 7 文化女子大学震災用マニュアル 裏面 

 

  

   

 本研究では、文化女子大学の学生が震災時に必要となるマニュアルを作成した。

折りたたむとカードの大きさになる携帯用のものであり、常に携帯し、いざという時

に文化女子大学の学生が正しい行動ができるようになることを期待する。 

６、マニュアル試作 

マニュアル試作 

掲載内容 

① 学内で地震が起きたとき  

② 学外で地震が起きたとき 

③ 安否情報        ④ 日頃から行うべき事  

⑤ 帰宅困難者     ⑥ 応急処置   

⑦ 帰宅する場合  

⑧ 帰宅支援ステーション 

⑨ 避難時持っていくといいもの 

掲載内容 

① 広域避難場所までの避難マップ 

② 明治神宮宝物殿前までのマップ 

７、マニュアル試作のアンケート 

文化女子大学震災用マニュアル 

完 成 

改善内容 

① もう少し図や写真を掲載するか検討 

② 重要な文の色変え 

③ 文章をつめすぎない 

④ マップの大きさの検討 

⑤ 掲載する順番の検討 

⑥文化女子大学らしい内容を中心として掲載 

文章が硬い感じがするから、もう少しやわらかい表

現の文章でもいいのでは？ 

写真＋図とか入れると分かりやすく

なると思う。 

学生からの意見 

文章がつまっていて、見づらい感じがする。 

段落変えとかですっきりさせるといいと思う。 

もっと重要なところの色を変えると見や

すい。 

８、まとめ 

①甲州街道と西参道の

交差点を左へ。

②左へ曲がり少ししたら

公衆トイレがあります。

入り口～明治神宮宝物殿前

徒歩･･･３分

◎広域避難場所入り口

③信号を渡ると東京乗馬倶楽部

が

あります。 そのまま真っ直ぐ

行くと広域

避難場所

の入り口が

見えてきま

①

②

③

徒歩・・・約１５分

広域避難場所マップ

文化女子

大学

新宿

代々木公園

代

々

新

西

参

明治神宮

宝物殿前

甲州街道


